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 
本稿の目的は､ ライフヒストリーの構成概念を明らかにし､ 自宅で看取りを行う終末期在宅がん療養者の家族介護者
への看護実践や研究への適用が有用かを検討することである｡ 45件の論文と､ ７冊の書籍を対象として､ ライフヒスト
リーの概念に関する記述の部分を抜粋して､ 構成している要素を抽出した｡ 構成概念として､ 【経験】と【意味付け】
が抽出された｡ 【経験】には､ ＜転機となる出来事＞＜相互作用＞＜自己形成＞という構成要素が含まれており､ 【意
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 
＊聖隷クリストファー大学看護学部 ＊＊高知県立大学看護学部














































個人が捉えた ｢生活史｣ ｢人生史｣ としての
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